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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年2月14日(2013.2.14)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月19日(2012.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の撮像装置は、
　第１画像と合成すべき第２画像を指定する指定手段と、被写体を撮像することにより、
被写体存在画像を取得する撮像手段と、前記撮像手段により取得された被写体存在画像に
対し、前記指定手段によって指定された第２画像が透過した状態の画像を表示手段に表示
させる表示制御手段と、前記表示制御手段により画像が表示されている間に所定の指示を
検出すると、前記被写体存在画像から被写体が含まれる被写体領域を前記第１画像として
抽出する被写体抽出手段と、前記被写体抽出手段により抽出された前記第１画像と前記指
定手段により指定された前記第２画像とを合成して合成画像を生成する合成手段と、を備
えたことを特徴としている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の撮像装置において、
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　前記被写体存在画像の背景部分の非平坦度が所定値以下であるか否かを判定する非平坦
度判定手段を更に備え、前記表示制御手段は、前記非平坦度判定手段により前記非平坦度
が所定値以下であると判定された場合に、前記指定手段により指定された前記第２画像を
半透過の表示態様で前記表示手段に表示させることを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の撮像装置において、
　前記指定手段により前記第２画像が指定されたか否かを判定する指定判定手段を更に備
え、前記合成手段は、更に、前記指定判定手段により前記第２画像が指定されたと判定さ
れた場合に、前記第１画像と前記第２画像とを合成した合成画像を生成することを特徴と
している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３の何れか一項に記載の撮像装置において、
　前記合成手段は、更に、前記撮像手段による前記被写体存在画像の撮像の際の前記被写
体の画角内における位置を基準として、前記第１画像と前記第２画像の合成を行うことを
特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４の何れか一項に記載の撮像装置において、
　前記合成手段は、更に、前記撮像手段による前記被写体存在画像の撮像の際の前記被写
体の画角内における大きさを基準として、前記第１画像と前記第２画像の合成を行うこと
を特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５の何れか一項に記載の撮像装置において、
　前記被写体抽出手段により抽出された前記被写体領域と前記合成手段により生成された
前記合成画像とを対応づけて記録手段に記録させる記録制御手段を更に備えることを特徴
としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６の何れか一項に記載の撮像装置において、
　前記撮像手段は、前記被写体を連続して複数回撮像することにより、複数の前記被写体
存在画像を取得し、前記被写体抽出手段は、前記撮像手段により撮像された複数の前記被
写体存在画像毎に被写体が含まれる被写体領域を抽出し、前記合成手段は、前記抽出手段
によって抽出された被写体領域それぞれを前記第２の画像に合成し、複数の合成画像を生
成することを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項８に記載の発明の画像合成方法は、
　背景内に被写体が存在する被写体存在画像を取得する取得手段を備える撮像装置を用い
た画像合成方法であって、第１画像と合成すべき第２画像を指定する処理と、取得された
被写体存在画像に対し、指定された第２画像が透過した状態の画像を表示手段に表示させ
る処理と、前記表示手段に画像が表示されている間に所定の指示を検出すると、前記被写
体存在画像から被写体が含まれる被写体領域を前記第１画像として抽出する処理と、抽出
された前記第１画像と指定された前記第２画像とを合成して合成画像を生成する処理と、
を実行させることを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項９に記載の発明のプログラムは、
　背景内に被写体が存在する被写体存在画像を取得する取得手段を備える撮像装置のコン
ピュータを、第１画像と合成すべき第２画像を指定する指定手段、前記取得手段により取
得された被写体存在画像に対し、前記指定手段によって指定された第２画像が透過した状
態の画像を表示手段に表示させる表示制御手段、前記表示制御手段により画像が表示され
ている間に所定の指示を検出すると、前記被写体存在画像から被写体が含まれる被写体領
域を前記第１画像として抽出する被写体抽出手段、前記被写体抽出手段により抽出された
前記第１画像と前記指定手段により指定された前記第２画像とを合成して合成画像を生成
する合成手段、として機能させることを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画像と合成すべき第２画像を指定する指定手段と、
　被写体を撮像することにより、被写体存在画像を取得する撮像手段と、
　前記撮像手段により取得された被写体存在画像に対し、前記指定手段によって指定され
た第２画像が透過した状態の画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示制御手段により画像が表示されている間に所定の指示を検出すると、前記被写
体存在画像から被写体が含まれる被写体領域を前記第１画像として抽出する被写体抽出手
段と、
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　前記被写体抽出手段により抽出された前記第１画像と前記指定手段により指定された前
記第２画像とを合成して合成画像を生成する合成手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記被写体存在画像の背景部分の非平坦度が所定値以下であるか否かを判定する非平坦
度判定手段を更に備え、
　前記表示制御手段は、
　前記非平坦度判定手段により前記非平坦度が所定値以下であると判定された場合に、前
記指定手段により指定された前記第２画像を半透過の表示態様で前記表示手段に表示させ
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記指定手段により前記第２画像が指定されたか否かを判定する指定判定手段を更に備
え、
　前記合成手段は、更に、
　前記指定判定手段により前記第２画像が指定されたと判定された場合に、前記第１画像
と前記第２画像の合成とを合成した合成画像を生成することを特徴とする請求項１又は２
に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記合成手段は、更に、
　前記撮像手段による前記被写体存在画像の撮像の際の前記被写体の画角内における位置
を基準として、前記第１画像と前記第２画像の合成を行うことを特徴とする請求項１～３
の何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記合成手段は、更に、
　前記撮像手段による前記被写体の撮像の際の前記被写体の画角内における大きさを基準
として、前記第１画像と前記第２画像の合成を行うことを特徴とする請求項１～４の何れ
か一項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記被写体抽出手段により抽出された前記被写体領域と前記合成手段により生成された
前記合成画像とを対応づけて記録手段に記録させる記録制御手段を更に備えることを特徴
とする請求項１～５の何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記撮像手段は、前記被写体を連続して複数回撮像することにより、複数の前記被写体
存在画像を取得し、
　前記被写体抽出手段は、前記撮像手段により取得された複数の前記被写体存在画像毎に
被写体が含まれる被写体領域を抽出し、
　前記合成手段は、前記抽出手段によって抽出された被写体領域それぞれを前記第２の画
像に合成し、複数の合成画像を生成することを特徴とする請求項１～６の何れか一項に記
載の撮像装置。
【請求項８】
　背景内に被写体が存在する被写体存在画像を取得する取得手段を備える撮像装置を用い
た画像合成方法であって、
　第１画像と合成すべき第２画像を指定する処理と、
　取得された被写体存在画像に対し、指定された第２画像が透過した状態の画像を表示手
段に表示させる処理と、
　前記表示手段に画像が表示されている間に所定の指示を検出すると、前記被写体存在画
像から被写体が含まれる被写体領域を前記第１画像として抽出する処理と、
　抽出された前記第１画像と指定された前記第２画像とを合成して合成画像を生成する処
理と、
　を実行させることを特徴とする画像合成方法。
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【請求項９】
　背景内に被写体が存在する被写体存在画像を取得する取得手段を備える撮像装置のコン
ピュータを、
　第１画像と合成すべき第２画像を指定する指定手段、
　前記取得手段により取得された被写体存在画像に対し、前記指定手段によって指定され
た第２画像が透過した状態の画像を表示手段に表示させる表示制御手段、
　前記表示制御手段により画像が表示されている間に所定の指示を検出すると、前記被写
体存在画像から被写体が含まれる被写体領域を前記第１画像として抽出する被写体抽出手
段、
　前記被写体抽出手段により抽出された前記第１画像と前記指定手段により指定された前
記第２画像とを合成して合成画像を生成する合成手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
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